
２ ０ ０ ８２ ０ ０ ８２ ０ ０ ８２ ０ ０ ８ 年 度 堺 市 種 目 別 優 勝 大 会年 度 堺 市 種 目 別 優 勝 大 会年 度 堺 市 種 目 別 優 勝 大 会年 度 堺 市 種 目 別 優 勝 大 会
男 子 の 部

5/31 6/7 6/15 6/7 5/31

旭 堺 市 大 浜 体 育 館 泉 ヶ 丘 東72 78

66

上 野 芝 美 原70 75 58

34 40

美 原 西 登 美 丘30 60

58 38 53

平 井 八 田 荘228 55

99

津 久 野 若 松 台4 53

64 18

宮 山 台 中 百 舌 鳥79 38

65 38

帝 塚 山 泉 ヶ 丘深 井 中 央 52 33

62

殿 馬 場 深 井30 54

45

三 国 丘 金 岡 北53 61

38 44

庭 代 台 日 置 荘38 40

70 52

五 箇 荘 陵 西78 44

56

初 芝 堺 浜 寺 南27 64

37 38 60

鳳 大 浜66 20

44 48

美 木 多 月 州42 74 83

63

福 泉 陵 南58 69

決 勝

旭 陵 南5 1 － 45

1 5 1 Q 1 2

1 1 2 Q 1 1

1 0 3 Q 1 6

1 5 4 Q 6



女 子 の 部

5/31 6/1 6/8 6/15 6/8 6/1 5/31

金 岡 北 堺 市 大 浜 体 育 館 深 井59 55

泉 ヶ 丘 東 美 原 西106 96 68 51

43 47

さ つ き 野 殿 馬 場16 42

81 60

浜 寺 南 登 美 丘53 51

16 30

宮 山 台 赤 坂 台40 39 53 32

浜 寺 初 芝 堺66 62

34 26

金 岡 南 野 田39 16

23 34

日 置 荘 深 井 中 央51 39

42 53

八 田 荘 大 浜42 61 76 53

福 泉 庭 代 台40 20

五 箇 荘 三 国 丘42 46

55

美 原 美 木 多26 69 52

29 28

東 百 舌 鳥 月 州31 40

17 60

中 百 舌 鳥 八 下53 37

23

若 松 台 大 泉76 38

65 31 59

上 野 芝 陵 南26 152

27 39

陵 西帝塚山泉 ヶ 丘 37 11

23 72

三 原 台 晴 美 台66 67 49

42

津 久 野 鳳83 72 36

平 井56

決 勝

金 岡 北 平 井7 0 － 57

1 3 1 Q 1 5

1 4 2 Q 1 0

2 0 3 Q 1 9

2 3 4 Q 1 3



旭 － 陵 南 主 審 ： 佐 藤 副 審 ： 福 嶋男 子 決 勝 戦 評 51 45

旭 ④ ⑪ ⑭ ⑰ ⑱ ハ ー フ コ ー ト マ ン ツ ー マ ン

陵 南 ④ ⑤ ⑦ ⑨ ⑩ ハ ー フ コ ー ト マ ン ツ ー マ ン

１ Ｑ

互 い に ハ ー フ コ ー ト マ ン ツ ー マ ン で 始 ま っ た 決 勝 戦 。 １ Ｑ 序 盤 、 旭 は ⑰ の レ イ ア ッ プ シ

ュ ー ト を 皮 切 り に 持 ち 味 の ゴ ー ル 下 シ ュ ー ト 、 ３ Ｐ と テ ン ポ 良 い 攻 撃 を 展 開 。 逆 に 陵 南 は

イ ー ジ ー ミ ス が 多 く 、 ⑤ を 使 っ て の Ｕ Ｃ Ｌ Ａ で 活 路 を 見 出 そ う と す る が 、 な か な か シ ュ ー

ト ま で た ど り つ け な い 。 そ れ で も 旭 の ５ フ ァ ウ ル に よ る フ リ ー ス ロ ー を 着 実 に 決 め 、 ３ 点

差 で １ Ｑ を 終 え る 。

２ Ｑ

２ Ｑ に 入 る と 、 陵 南 の カ バ ー デ ィ フ ェ ン ス が 機 能 し 始 め 、 旭 は カ ッ ト イ ン か ら の レ イ ア

ッ プ シ ュ ー ト を 簡 単 に 打 つ こ と が で き な く な っ た 。 す る と 、 ゲ ー ム の 流 れ が 徐 々 に 陵 南 に

傾 き 、 ④ の シ ュ ー ト で 一 時 逆 点 に 成 功 。 し か し 、 そ の 後 タ ー ン オ ー バ ー を 連 発 さ せ た 陵 南

は 自 ら 攻 撃 の リ ズ ム を 崩 し て し ま い 、 こ こ か ら 一 進 一 退 の 攻 防 が 続 い た 。 ２ ６ － ２ ３ の 旭

リ ー ド で 前 半 を 折 り 返 す 。

３ Ｑ

試 合 の 流 れ が 変 わ り だ し た の は ３ Ｑ の 中 盤 。 陵 南 が 連 続 ３ Ｐ な ど で 再 び 逆 点 。 ④ を 中 心

に パ ス が よ く 回 り 、 ⑦ の ジ ャ ン プ シ ュ ー ト 、 ⑨ の ポ ス ト プ レ ー な ど リ ズ ム 感 の あ る 攻 撃 で

リ ー ド を 保 つ 。 旭 は ④ が 立 て 続 け に ジ ャ ン プ シ ュ ー ト を 決 め 、 な ん と か 離 さ れ ま い と オ ー

ル コ ー ト プ レ ス デ ィ フ ェ ン ス を 仕 掛 け る が 、 陵 南 は ④ が そ れ を も の と も せ ず に き っ ち り ボ

ー ル を 運 び 、 ゲ ー ム の 流 れ を 譲 ら な い 。

４ Ｑ

３ Ｑ で リ ー ド を 奪 っ た 陵 南 で あ っ た が 、 旭 は ４ Ｑ 開 始 直 後 に バ ス ケ ッ ト カ ウ ン ト で 再 び

同 点 に 追 い つ く と 、 そ こ か ら ⑰ 、 ⑱ の ゴ ー ル 下 シ ュ ー ト な ど で 一 気 に 得 点 を 重 ね て 逆 点 に

成 功 。 陵 南 は ④ が 孤 軍 奮 闘 す る も 、 終 盤 の 勝 負 所 で イ ー ジ ー ミ ス が 多 発 し た り 、 足 を つ っ

て 交 代 を 余 儀 な く さ れ る 選 手 が 相 次 い だ り で 、 力 を 出 し 切 る こ と が で き な か っ た 。 結 果 、

旭 が 緊 張 感 の あ る 接 戦 を も の に し た 。

（ 草 島 、 眞 壁 ）

旭 教 員 チ ー ム2 2 － 2 2

1 0 7前 半

1 2 1 5後 半



金 岡 北 － 平 井 主 審 ： 梅 尾 副 審 ： 岡 崎女 子 決 勝 戦 評 70 57

金 岡 北 ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ シ ュ ー ト イ ン 後 、 ゾ ー ン プ レ ス か ら ゾ ー ン1-1-2-1 1-2-2

平 井 ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ス リ ー ク ォ ー タ ー か ら マ ン ツ ー マ ン プ レ ス

１ Ｑ

金 岡 北 は ④ 、 ⑤ が ３ Ｐ を 狙 う が 入 ら な い 。 残 分 ７ 、 ⑥ の リ バ ウ ン ド シ ュ ー ト で ゲ ー ム が

動 き 出 す 。 平 井 は ⑦ の イ ン タ ー セ プ ト か ら の 速 攻 、 ⑤ の ３ Ｐ 、 ④ → ⑦ の 合 わ せ で 得 点 を 重

ね 、 対 す る 金 岡 北 は ⑦ 、 ⑨ の ３ Ｐ 、 ⑤ の リ バ ウ ン ド シ ュ ー ト 、 ⑦ の 力 強 い ド ラ イ ブ イ ン で

対 抗 。 １ ３ － １ ５ で 平 井 リ ー ド 。

２ Ｑ

金 岡 北 は ⑥ を コ ー ト に 戻 し 、 １ － ２ － ２ ゾ ー ン 。 平 井 は 落 ち 着 い て 攻 め 、 タ イ ミ ン グ の

良 い パ ス 回 し か ら ⑦ が 連 続 し て ハ イ ポ ス ト 、 ア ウ ト サ イ ド か ら ド ラ イ ブ で 崩 す 。 残 分 ６ 、

１ ３ － １ ７ と ４ 点 差 を つ け る が 、 金 岡 北 も ⑤ の ３ Ｐ 、 左 サ イ ド か ら の ド ラ イ ブ イ ン と 攻 め

た 。 残 分 ４ 、 ⑦ 、 ⑧ の リ バ ウ ン ド 連 取 か ら ⑦ が 決 め 、 ２ ０ － １ ９ と 逆 点 。 そ の 後 、 金 岡 北

は ⑨ 、 ⑩ を 、 平 井 は ⑪ を コ ー ト に 入 れ 、 互 い に 流 れ を つ か も う と す る が 、 一 進 一 退 の 攻 防

が 続 く 。 平 井 は ④ 、 ⑦ 、 ⑪ の ド ラ イ ブ イ ン で 金 岡 北 の フ ァ ウ ル を さ そ い 、 突 き 放 そ う と す

る が 、 金 岡 北 も ⑤ の １ 対 １ 、 さ ら に は 前 半 終 了 間 際 に は ⑦ の 超 ロ ン グ シ ュ ー ト が 入 り 、 ２

７ － ２ ５ と し て 前 半 を 終 え た 。

３ Ｑ

金 岡 北 １ － ２ － ２ ゾ ー ン 、 平 井 マ ン ツ ー マ ン で ス タ ー ト 。 後 半 開 始 早 々 、 平 井 は 金 岡 北

の ゾ ー ン を タ イ ミ ン グ の 良 い パ ス 回 し か ら 崩 し に か か り 、 シ ュ ー ト ま で い く が 、 金 岡 北 ⑥

の ブ ロ ッ ク シ ョ ッ ト 、 さ ら に ⑥ の ド ラ イ ブ イ ン で ２ ９ － ２ ５ と な る 。 対 す る 平 井 は 速 攻 か

ら ⑪ の ロ ー ポ ス ト か ら の シ ュ ー ト な ど で 対 抗 し 、 再 び 一 進 一 退 の 攻 防 が 続 く 。 残 分 ３ 、 金

岡 北 は ⑦ 、 ⑧ が 連 続 し て リ バ ウ ン ド を 取 り 、 最 後 は ⑤ が 決 め ３ ６ － ３ １ と 突 き 放 し に か か

る 。 平 井 は た ま ら ず タ イ ム ア ウ ト 。 と こ ろ が 流 れ が 変 わ ら ず 、 ⑤ の ３ Ｐ 、 ド ラ イ ブ イ ン 、

④ の ３ Ｐ と 攻 め た て 、 残 分 ２ で ４ ５ － ３ ５ と 金 岡 北 １ ０ 点 リ ー ド 。 こ こ か ら 平 井 の 反 撃 が

始 ま る 。 速 攻 か ら ④ の 連 続 得 点 、 ④ → ⑧ 、 ⑦ → ④ の 合 わ せ で ４ ７ － ４ ４ と ３ 点 差 ま で つ め

よ る 。

４ Ｑ

平 井 ⑧ の ア ウ ト サ イ ド シ ュ ー ト で １ 点 差 。 と こ ろ が 金 岡 北 も 平 井 デ ィ フ ェ ン ス の チ ェ ッ

ク が 甘 く な っ た と こ ろ を ④ 、 ⑤ の ３ Ｐ 、 ⑤ 、 ⑥ の ド ラ イ ブ イ ン な ど で 突 き 放 し に か か る 。

平 井 も ④ を 中 心 に 思 い 切 り 良 く シ ュ ー ト を 打 つ が 決 ま ら ず ７ ０ － ５ ７ で タ イ ム ア ッ プ 。

両 チ ー ム と も に オ フ ェ ン ス へ の ト ラ ン ジ シ ョ ン の 速 さ 、 １ 対 １ の 力 強 さ 、 シ ュ ー ト の 思

い 切 り の 良 さ は す ば ら し い 。 が 、 そ れ ら を 止 め ら れ た と き の 次 の プ レ イ の た め の ス ト ッ プ

と ピ ボ ッ ト 、 ま た 、 周 り の 合 わ せ に 課 題 が 残 っ た 。 デ ィ フ ェ ン ス で は ボ ー ル が あ る と き と

な い と き の １ 対 １ 、 ボ ッ ク ス ア ウ ト の 徹 底 を 再 調 整 し 、 夏 の 選 手 権 大 会 で の 上 位 進 出 、 近

畿 大 会 出 場 を 期 待 し た い 。

（ 市 原 、 石 山 ）

教 員 チ ー ム 金 岡 北 （ ５ 分 ゲ ー ム ）７ － ３


